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複 雑性 尿路 感染症 に対 す るCefmenoxime (SCE-1365)

の臨床 的検 討

丸 彰 夫

北海道大学医学部泌尿器科学教室

広 範 囲 セ フ ァ ロス ポ リ ン系 抗生 剤Cefmenoxime (CMX, SCE-1365)を 複雑 性 尿路 感染症10例 に

1回500mg,1日2回5日 間 の 静脈 内投 与 に よ り著 効3例,有 効5例,無 効2例,有 効率80%の 結

果 を 得 た 。

細 菌学 的 効 果 で はEscherichia coli, Klebsiella pneumoniae, Enterobacterな どに 高 い 効 果 を 示

し,陰 性 化 率 は81%で あ った 。

副 作用 は認 め られ なか った 。

I. は じ め に

武 田 薬品 中央 研 究 所 で 開発 され た新 しい セ フ ァ ロス ポ

リン系 抗 生 物 質Cefmenoxime (CMX, SCE-1365)は

Fig.1に 示 す 構 造 式 を 有 し,7位 側鎖 にAminothiazolyl-

methoxyiminoacetyl基 を,3位 側 鎖 に はTetrazole環

を 有 す る。

Fig. Chemical structure of CMX

本 剤 の 基 礎 的 研 究 の 結 果,従 来 の セ フ ァ ロ ス ポ リ ン 系

抗 生 物 質 に 比 し,抗 菌 ス ペ ク トル はSerratia, Bacteroi-

des fragilisま で 拡 大 さ れ,Streptococcus pneumoniae,

Escherichia coli, Klebsiella pneumoniae, Proteus mira-

bilis, Indole陽 性Proteus, Haemophilus influenzae,

Enterobacter, Citrobacterに 対 す る抗 菌活 性 もす ぐれ,

また β-lactamaseに 対 して も 安 定 で 既 存 の セ フ ァ ロス

ポ リン耐 性 菌 に対 して も強 い 抗 菌活 性 を示 した1)。 注 射

に よ り速 やか に高 い 血 中 濃 度 に 達 し,活 性 体 の ま ま尿 中

に 投与 後6時 間 内 に約70～90%排 泄 され る こ と,ま た 安

全 性 が 高 い こ と が判 明 して い る2)。

今 回 われ われ は本 剤 の 提 供 を受 け,複 雑 性 尿 路 感染 症

に対 す る臨 床 効 果 と副 作用 を検 討 した の で そ の 成績 を報

告 す る。

II. 投与 対 象 と投与 方法

北 海道 大 学 医 学部 泌 尿器 科 に入 院 した男6例,女4例

の 複 雑性 尿 路 感 染症 患者10名 を対 象 と した。

投与 方 法 は 本 剤1回500mg1日 朝夕2回5日 間静注

(生 理 食塩 液20mlに 溶解)と した。

III. 成 績

効 果 判定 はUTI薬 効 評価 基準(第 二版)3)に 準じて,

総 合 臨 床 効果 な らびに 細 菌 学 的 効 果 の 判 定をおこなっ

た。

1) 臨 床効 果

Table1の よ うに 複雑 性尿 路感 染症10例 に対す る臨床

効 果 は 著 効3例,有 効5例,無 効2例 で有効率80%で あ

った。

さ らにUTI群 別 に は第1群3例 は全 て有 効,第4群

2例 は 著 効 と有 効 が 各1例 づ つ,第5群4例 は著効2

例,有 効1例,無 効1例 であ ったが,第6群 の1例 は無

効 で あ った。

なお 無 効例 は 腎 盂腎 炎 の3例 中の2例 で,そ の基礎疾

患 は腎瘻 尿 お よび 回腸 導 管尿 の各1例 であ った。

膀 胱 炎 の7例 は 著効3例,有 効4例 であ った。

2) 細 菌学 的 効果

10例 か ら分離 され た16株 中,陰 性 化13株(81%),不

変 は3株(19%)で あ った 。

菌 種 別 に み る とE. coli 5株,. K. pneumonrae,Serra-

tia marcescens, Streptococcus faecalisの 各2株,Ente-

robactcr, Pseudomonas aeruganosaの 各1株 は総て陰性

化 したが,Alcaligenes faecalisの1株,P. aerugrnosa
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Table 1 Clinical cases treated with CMX
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Table 2 Laboratory findings before and after administration of CMX

B:Before, A: After

の2株 は 不 変 で あ った 。

分離 され た 菌 のMICを 接 種 菌量106/mlで み る とE.

coliは0.012510.05μg/ml, K.pneumoniae2株 は0.0125

μg/mlと0.025μg/mI, Enterobacter 1株 は1.56μg/ml

と非 常 に よい 薬 剤 感受 性 を 示 した が,S.marcescensの

2株 は12.5μg/mlと25μg/ml, S.aecalis2株 は と も

に50μg/mlと,P.aeruganosaの3株 中の1株 は50μg/

ml, A.faecczlis 1株25μg/mlと や や 高 いMICを 示 した。

な お,臨 床 的 に も無 効 で あ っ たP.aeruginosaの2

株 は100μg/ml,200μg/mlと 明 ら か に 耐 性 を 示 して い

た。

しか し同 時 にMICを 測 定 したCefotiam (CTM),

Cefazolin (CEZ)と 比 較 す る とそ の感 受 性 が 数 段 す ぐれ

て い る こ とが 理 解 出来 る。

IV. 副 作 用

10例 につ いて 本 剤 投与 前 後 の 自覚 的 副 作用,ま た 臨 床

検 査 で の変 化 も認 め られ なか った(Table2)。

V. 考 按

近 年,セ フェ ム系 抗 生 剤 の開 発 に は め ざ ま しい ものが

あり,武 田薬品工業株式会社により合成された新しいセ

ファロスポリン系抗生剤CMXは 第III世代のセフェム

系抗生剤に位置づけられている。

しかも同社が先に開発したCTMと 比べても抗菌スペ

クトラムの拡大と抗菌活性の増強は注 目に値いする。

また化学構造的にも7位 の側鎖にあるMethoxyimino

基の化学立体効果により β-lactamaseに 対 しても安定

で,既 存のセフェム系抗菌剤に耐性な菌に対しても強い

抗菌活性を示 した1)。

さらに,尿 中排泄率は投与6時 間までで約70～90%で

あ り,未 変化体として排泄されることはすぐれた尿路感

染症治療剤といえよう2)。

今回,少 数例ではあるが10症 例の複雑性尿路感染症

に使用 し,難 治性といわれるカテーテル留置例7症例

(G-14例,G-53例)に 対し,著 効2例,有 効4例,

無効1例 であったこと,ま た細菌学的効果においても無

効例のP.aeruginosaを のぞきすべて陰性化したこと

はCMXの 有効性を証明するものであろう。

CEZ, CTMと のMICの 比較においても接種菌量106

/mlに おいてE.coliに 対 し,CMXは0.0125～0.05

μg/mlで あ り,CEZは0.78～1.56μg/ml,CTM0.05～
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0.1μg/ml,またK.pneurrconiaeに 対 しCMX 0.0125～

0.025μg/ml, CEZ 1.56μg/ml, CTM 0.1μg/mlで あ

るなど抗菌活性の面でもすぐれていることが理解出来よ

う。

安全性の面では,今 回の対象はいずれも自覚的にも他

覚的にも副作用は認められなかった。

今後症例を増して検討する必要があるが,比 較的安全

性の高い薬剤との印象を受けた。

以上の結果よりCMXは 複雑性尿路感染症に対 し,

有用な薬剤と考えられる。
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CLINICAL EXPERIENCE OF CEFMENOXIME (SCE-1365)

IN COMPLICATED URINARY TRACT INFECTION

AKIO MARU
Department of Urology, School of Medicine, Hokkaido University

Five hundred mg of cefmenoxime (CMX, SCE-1365) was administered intravenously twice daily for 5 days
to 10 hospitalized patients with complicated urinary tract infection.

The results were excellent in 3 cases, good in 5 cases, poor in 2 cases and the rate of effectiveness was
80%.

Bacteriologically, bacteria disappeared in 13 strains of 16, registering the rate of disappearance of 81%.
No significant side effect was experienced.


